
臨床検査事業
Vol.12－27 C－10

発行  平成 24年 10月

（速報）「酵素活性検査」単位表記変更のお知らせ

拝啓　時下益 ご々清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さてこの度、弊社では酵素活性検査への「JSCC標準化対応法」導入を契機に、長らく
その表示単位を“IU/ℓ/37℃”として参りましたが、現在同法における表示単位としては
“U/L”が一般的であることに鑑み、それらを含め酵素活性検査全般で表示単位を見直し、
別掲表の通り、それぞれ実際の測定に用いられている検定済み標品上の表記に合わせて
変更させていただくことになりました。また、これに伴い容積単位（リットル）の表記を“Ｌ”に
統一致します。
　誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げます。

敬具

記

対象項目／変更内容

● 対象項目：別掲の通り

変更箇所 新 旧 備考

単位
Ｕ/Ｌ ＩＵ/ℓ/37℃

使用標品の表示単位に準拠した適正化

IＵ/Ｌ ＩＵ/ℓ/37℃

変更期日

● 平成25年4月1日（月）報告日分より
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単位変更対象項目一覧

項目コード 検査項目名 （新）単位 （旧）単位

00009 ＡＳＴ（ＧＯＴ）＊

Ｕ/Ｌ ＩＵ/ℓ/37℃

00010 ＡＬＴ（ＧＰＴ）＊

00011 ＡＬＰ＊

00012 ＬＤ（ＬＤＨ）＊

00013 γ－ＧＴ（γ－ＧＴＰ）＊

00014 コリンエステラーゼ（ＣｈＥ）＊

00016 ＣＫ（ＣＰＫ）＊

00015 ＬＡＰ

00080 血清アミラーゼ

00081 尿アミラーゼ

00184 アデノシンデアミナーゼ（ＡＤＡ） <血清>

00067 アデノシンデアミナーゼ（ＡＤＡ） <胸水>

03688 膵アミラーゼ<血清>

00029 膵アミラーゼ<尿>

01548 リパーゼ<血清>

00019 アルドラーゼ（ＡＬＤ）

ＩＵ/Ｌ ＩＵ/ℓ/37℃

00114 総酸性フォスファターゼ（ＡＣＰ）

00106 前立腺酸性フォスファターゼ（ＰＡＣＰ）

01694 グアナーゼ

00079 ｍ－ＡＳＴ（ｍ－ＧＯＴ）

＊：JＳＣＣ標準化対応法採用項目

※JCCLS : Japanese Committee for Clinical Laboratory standards （日本臨床検査標準化協議会）
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